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✔投票所に１８歳未満の人の同伴が可能になりました！ 

 ７月１０日執行の第２４回参議院議員通常選挙において、１８歳選挙権がスタートしました。１８歳

選挙権と同時に、これまでは幼児や特段の事情のある人以外は、投票に同伴できなかったのですが、今

回から１８歳未満の人も同伴できることになりました。 

 投票所で近所の知り合いの人が手伝っていても、少し硬い表情で座っています。この独特の雰囲気が

苦手だと思う人も多いことと思います。 

投票所には様々な役割があります。公正を期すためにあまり話せないのが投票所の従事者。私は先月

の議会で、せっかく投票所に１８歳未満の人も入れるのだから、「なぜ投票所の人は静かなのか」ということを始め、

投票所の説明をする機会をつくるべきと提案しました。 

希望として、同伴した子どもたちに投票所についてや従事している人の役割などを説明した

り、質問に答えたりできる投票所説明員の設置を提案しました。 

説明員の配置には研修を要する部分もあるので、投票所についての解説ビラを用意しておい

てほしいと要望したところ、今回の選挙では投票所にビラが配置されました。 

 小さなことですが、ただ 18 歳に年齢が下がったというのではなく、主権者教育につなげら

れると考えます。 

 

✔子どもの貧困と学習状況について 
昨今、子どもの貧困と貧困の連鎖の問題が取り上げられ

ています。 

生活貧困世帯には、生活保護受給世帯、就学援助認定者

世帯があり、７人に１人の子どもが貧困状況にあると一般

的に言われています。また、生活保護世帯の母子世帯での

生活保護世代間継承率は４割を超えており、貧困連鎖の特

徴と捉えられ、また、母子世帯を含むひとり親家庭の貧困

率はおよそ５割と言われていて、ひとり親世帯とその他の

世帯の比較から質疑を行いました。 

右の図のように、川崎市立小中学校の学習状況調査によ

ると、通塾率は小学校で５０％、中学校で６５％を超えています。 

学習塾以外の学習支援や部活以外でサッカー・野球などのスポーツやバイオリン・ピアノなどの芸術を習得して
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いる児童・生徒の数が加わると、学校外で何かしらの「習

い事」をしている率はさらに上がります。 

「塾に通わせる前に学校でしっかりして」と言う声があ

りますし、以前、私も小学校５年生の授業での理解度調査

の結果から、「よく分かる」と答えられる児童数を増やすべ

く取り組むべきという質疑をしたことがあります。 

しかし、同時に個々の児童・生徒の学習環境の格差が生

じないようにすることも必要です。学習塾に行って、学校

の補習的内容を望む人がいれば、受験勉強対策を行う人も

いますし、学習塾以外で習い事をする機会を広げていくこ

とも大切です。 

右の図表１～３は、平成 27 年に行われた「川崎市ひと

り親家庭生活・就労状況等実態調査」によるものですが、

ここで、図表１・２によると、通塾率が学習状況調査の結

果より１５％以上低いという結果になっています。 

また、図表３によると、学習塾だけでなく、学習支援の

希望は中学１年生以下から始めてほしいという要望は８割

に達しています。 

この他に、学習塾以外で、サッカーや野球を始め、部活

では少ない競技、例えばフェンシングやスケートなどのス

ポーツを希望する子どもや、バイオリンやピアノなどの芸

術分野を学校外で専門講師に教わりたい子どもに機会を与

えられるような事業を進めることが、機会平等につながり、

貧困連鎖の対策の一つとなり得ると考えます。 

 

✔大阪市の塾代助成制度を参考に対策を！ 
６月の本会議で、大阪市で行っている塾代助成制度を参考に、川崎市での対策を進めるべきと提案しました。この制

度は、大阪市では、元々、就学援助世帯を対象としたもので、学習塾以外にもスポーツや芸術の習得のためにも使えま

す。不正使用ができないように月額１万円までのカードになっていて、他の目的には使用できません。 

川崎市の生活保護世帯の場合、中学生の学習支援事業が行われていますが、就学援助世帯にはこのような制度はあり

ません。そこで、就学援助世帯の所得層以下の小中学生を対象として、このような塾代等の助成制度を進めるべきと考

えます。 

 

✔社会体験の機会を増やす！ 
 そもそも「なぜ勉強するか？」という点で、子どもたちの社会体験の機会を増やすべきです。児童養護施設の子

どもたちや生活困窮世帯の子どもたちは、接する大人が限られている傾向があります。そこで、社会体験を通じ、

様々な大人と接することで、子どもたちが将来を考える視野を広げる可能性を持ちます。昨年、私の事務所で児童

養護施設の子どもたちの職業体験を受け入れ、可能性を実感したゆえに、様々な関係機関と連携した社会体験の機

会の増加を市に求めています。 
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学習状況調査の結果より、小中ともに 15％以上低い。 

中学１年生以下からの学習支援希望が８割。 


